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一 般 質 問 通 告 書 

 

宗像市議会議長 様 

                 宗像市議会議員（１３）番  小林 栄二     

以下のとおり通告します。 

発言順 ５ 受領日時 令和８年２月３日 ９時４６分 

項目１：宗像市の観光を盛り上げるために 

テロップ：宗像市の観光を盛り上げるために 

本市議会では、昨年１１月５日に議会報告会を開催し、常任委員会ごとに分科会を設け、市民と

の意見交換を行った。建設産業常任委員会では、「宗像の観光を盛り上げるために」をテーマに掲

げ、市民の視点から本市の観光の現状や課題、今後に向けた提案など、様々な意見をいただいた。 

これらの意見を踏まえて委員会で協議を重ねる中で、本市には宗像大社をはじめ、道の駅むなか

たや大島・地島など、魅力的な観光資源が各地に点在しているため、点在する観光資源を磨き上げ、

その魅力を広く知ってもらうことで、さらに周遊・滞在に結びつけることができるのではないかと

いう考えを共有した。 

そこで、議会報告会でいただいた意見と建設産業常任委員会での協議の結果を踏まえて、以下質

問する。 

（１）本市の特徴である「点在する魅力的な観光資源」をどのように分析し、観光コンテンツとし

てブランディングしていくのか。今後の観光戦略について、市の考えを伺う。 

（２）本市は、世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群をはじめとする歴史的資産を豊富

に有している。これらの歴史や文化を観光資源としてさらに活用することで、本市の魅力を一

層発信できると考えるが、市の認識とこれまでの取組は。 

（３）本市の観光における入口戦略や情報発信の在り方について、市の考えは。 

（４）本市には、山や海などの豊かな自然があり、地域ぐるみで来訪者をもてなそうとする住民の

意識が根づいている。こうした地域の力を生かし、市民や地域団体が主体となった観光プログ

ラムを実施できないか。 

（５）本市が整備している公共交通網を、市民の生活を支える移動手段としてだけでなく、点在す

る観光資源を結ぶための公共交通としても活用できないか。 

 

項目２：伊豆市政２期８年の成果及び今後について 

テロップ：伊豆市政２期８年の成果及び今後について 

伊豆市政の２期８年間を振り返り、以下質問する。 

（１）これまでの市政運営において取り組んできた様々な施策等について、その成果をどのように

評価・認識しているか。 

（２）今後の市政運営についてどのように考えるか。 

 

 


